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１．概要（Summary）

重水素は通常水素に比べ質量が重いこと、また沸点が

高いため化学反応速度化が異なるなど核融合燃料や製

薬業界への応用が期待されている。ダイアモンドライクカ

ーボン(DLC)でコーティングしたものは中性子反射ミラー

としてよいミラーとなることから本研究ではその重水素につ

いて検討を進めている[1],[2]。
このミラーの反射率の性能は重水素化 DLC の組成と

膜密度で決まる。またこの組成と膜密度は膜形成条件に

大きく依存することから膜中の水素プロファイルを測定す

ることは重要である。そこで本試料を用いたグロー放電発

光分析（GDOES）が可能であるかの指針を得るため、技

術相談した。

GDOES はアルゴンガスを用いて試料をスパッタリング

し、励起した元素の発光波長や強度により組成分析を行

う装置であること、窒素、水素、炭素、酸素などの軽元素

に対して高い感度で検出可能であることや膜厚方向の組

成分析が可能であることを助言された。GDOES を用い

た重水素の測定ができそうであることが確認でき、実際に

測定を進めることとした。

２．実験（Experimental）

＜技術相談のため概要のみ記載。以下、空欄。＞

３．結果と考察（Results and Discussion）

＜技術相談のため概要のみ記載。以下、空欄。＞

４．その他・特記事項（Others）
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